
学科名： 平成30年3月31日

平成２９年度計画 平成２９年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、具体的な取組・実行内容
に基づいて計画実行する（具体的に
期限やレベルなど数値目標を挙げて
定量的に記載する）

（平成２９年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達成
状況を評価する。 ＊上段は中間報
告、下段は最終報告

大学案内への3ポリシーの概要と募
集要項へのアドミッションポリシー
を掲載した。

〇 〇

大学案内への3ポリシーの概要と募
集要項へのアドミッションポリシー
を掲載した。

〇 〇

特徴の周知については、２回の教員
対象説明会、高校訪問、オープン
キャンパスでの入試説明会、高校内
ガイダンス、進学相談会等を通じて
アピールした。平成31年度入試の変
更については、入試課案を示し、専
門委員会等で検討を開始しており、
高大接続入試改革についても、高校
からの情報収集を行うなど、検討を
開始している。

〇 〇

特徴の周知については、２回の教員
対象説明会、高校訪問、オープン
キャンパスでの入試説明会、高校内
ガイダンス、進学相談会等を通じて
アピールした。平成31年度入試の変
更については、入試課案を示し、専
門委員会等で検討を終え、合同入試
委員会で検討する。入学者選抜の公
正な実施については、作問のミス等
を減らす方法等の検討を開始してい
る。

〇 〇

自己推薦・一般推薦入試Ａでは志願
者が減少しており、年々減少してい
る歩留率について慎重に検討し、合
格者数を決定する。

△ △

就実大学大学院・就実大学・就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（学部又は事務部）： 　　　　　　入試課

［学生の受け入れ］
教育の理念・目的を実現するため
に、学生の受け入れ方針を明示
し、その方針に沿って適切な入学
者選抜制度により公正な受け入れ
を行う。（留学生を含む）

求める学生像、学生の受け入れ方針
（アドミッションポリシー）を設定
し、公的刊行物やホームページ等に
よって、受験生に周知し、社会に公
表する。

昨年末に作成された３ポリシーを、
受験生に周知する。

4月末作成の大学案内には、受験生
にわかりやすい文書で3ポリシーを
掲載する。また、6月完成の学生募
集要項にはアドミッションポリシー
を掲載し、求める受験生像を周知す
る。

学生の受け入れ方針に基づき、学生
募集及び入学者選抜の制度や運営体
制を適切に整備し、入学者選抜を公
正に実施する。

各入試制度の特長を周知するととも
に、入学者選抜を公正に実施するた
めの業務を適切に行なう。

入試制度の特長については、今年度
もオープンキャンパス、進学相談
会、高校訪問等で受験生及び高校教
員に周知する。入学者選抜方法につ
いては、推薦入試の実施時期につい
て、平成31年度入試に向けて8月上
旬より検討を開始し、平成30年3月
末までに決定・公表を目指す。ま
た、高大接続入試改革についても、
平成32年度に向けて検討を開始す
る。

適切な定員を設定し、在籍学生数を
収容定員に基づき適正に管理する。

適切な定員を設定し、在籍学生数を
収容定員に基づき適正に管理する。

中　期　目　標 中　期　計　画
学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局及び学科における２９年度計画と実行計画

従来どおり、各学部で設定した入学
者数の目標に従って、歩留率を参考
に合格者数を慎重に検討する。



推薦入試の志願者減に対して、前期
入試では大幅な増加となった。得点
別の歩留率や実人数での手続き率・
入学率などの情報を次年度に向けて
整理する。

〇

ＧＰＡのデータについては、人文科
学部が学科主導で調査を実施してい
るが、今年度の教員採用試験の合格
者が自己推薦からの入学者であった
ことから、単純に入試区分での判断
は難しいと考えている。高大接続入
試が求める「学生の意欲」を判定す
る入試を検討する必要性があると思
われる。

△ △

ＧＰＡと入試の関連については、引
き続き統計的データとして蓄積して
いくが、「学生の意欲」も入学後の
学習に大きく影響していると思われ
る。その点についても、調査方法等
を引き続き検討する。

△ △

［学生の受け入れ］
教育の理念・目的を実現するため
に、学生の受け入れ方針を明示
し、その方針に沿って適切な入学
者選抜制度により公正な受け入れ
を行う。（留学生を含む）

適切な定員を設定し、在籍学生数を
収容定員に基づき適正に管理する。

適切な定員を設定し、在籍学生数を
収容定員に基づき適正に管理する。

学生受入の適切性について、学科と
協力しながら入試委員会で検討して
いく。

入学者の入試区分とGPAなど数値を
統計的に処理するとともに、在学生
の入学した入試区分・GPA情報を学
科長に預けることで、学科内での情
報共有を図る。また、必要に応じ各
入試区分の募集人員を見直すなどを
入試委員会で検討していく。

学生の受け入れの適切性について定
期的に点検・評価を行い、その結果
をもとに改善・向上に向けた取り組
みを行う。

従来どおり、各学部で設定した入学
者数の目標に従って、歩留率を参考
に合格者数を慎重に検討する。


